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今年度における通建連合「一斉安全休工日」の取り組みについては、各職場における

安全衛生委員会の場で協力要請は勿論のこと、ポスター掲示等による啓蒙活動を実施さ

せて頂きました。 

11 月 9 日（土）の結果を踏まえ、今年度の実施結果は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月の一斉安全休工日では、読替を含む実施率が 100％となりましたが、当日実施

については昨年より減少している県域が多かったのが実情です。読替実施となった理由

については「業務繁忙」と「保守・保全・設備運営」が主となっており、社員区分で見

れば「協力会社」の方が半数以上読替をしている結果となりました。 

年間を通して、読替実施となった理由の多くは「業務繁忙」となっており、年度末の

繁忙期に向けて、職場の体制整備を含めた皆が休める職場環境作りが必要であると判断

します。心身共にリフレッシュを図って安全労働に繋げるため、本取り組みを継続して

行っていくことから、皆様のご協力をお願いします。 
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中央労働災害防止協会（中災防）は、「今年もやります！ 基本作業の徹底 年末年始も無

災害」をスローガンに、令和６年 12 月 1 日～令和７年 1 月 15 日までの期間において「年

末年始無災害運動」を展開しております。自身の安全・健康の確保はもちろん、周囲の仲

間とも声を掛け合って、皆で力を合わせて無事に一年を締めくくり、明るい新年を笑顔で

迎えられるよう取り組むことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※中災防「年末年始無災害運動」リーフレットより抜粋 

 

特に年末年始は大掃除や機械設備の保守点検・再稼働等の作業が多くなるほか、物流等

の増加に伴う交通・荷役作業時の災害、積雪や凍結による転倒等の危険が増します。また、

多忙による焦りや疲労からミスやエラーが起こりやすくなっています。そのため、各事業

場においては、非定常作業における安全確認の徹底、作業前点検の実施、作業手順や交通

ルールの遵守、安全衛生保護具の点検の実施が一層重要です。また転倒・腰痛災害予防の

ため、身体機能の維持向上のための取り組みや、感染症予防を含めた労働者の健康管理に

も全員で取り組むことが大切であることから、より一層の基本動作の徹底を図りましょう。 

《 年 末 年 始 の 災 害 防 止 を 徹 底 し よ う ！ 》  


